
長崎県警察本部警務部　　　　　　　　
広報相談課長　金　子　龍太郎

長崎県公安委員会指定 犯罪被害者等早期援助団体 第27号
公益社団法人 長崎犯罪被害者支援センター

2024.9

電話相談
秘密厳守
相談無料

(　　　　)毎週月曜日～金曜日
9：30～17：00犯 罪 被 害 全 般（095）-820-497 7

性暴力被害専用：夜間休日はコールセンターにつながります。
(　　　　)毎週月曜日～金曜日
9：00～17：00性暴力被害専用（095）-895-8856

最寄りの性暴力ワンストップ支援センターまたはコールセンターにつながります。

（毎日24時間）　　　　　　　

（毎日24時間）

全国共通短縮ダイヤル
全国共通フリーダイヤル

＃8891
0120-8891-77

全国共通ナビダイヤル (　　　　)毎日（12/29～1/3を除く）
7：30～22：000570-783-554

性暴力
被　害
専　用

今春の異動により、長崎警察署の副署長から警察本部広報相談課長に着任した金子です。

日頃から長崎犯罪被害者支援センターをはじめ、関係機関・団体の皆様方には犯罪被害者等

支援に対するご協力を賜っているところ、紙面をお借りしまして、感謝申し上げます。

本年は犯罪被害者等基本法が制定され２０年の節目であり、国において犯罪被害給付制度の抜本

的強化や地方における途切れのない支援の提供体制の強化など、更なる支援の充実を目指した

各種施策が打ち出されるなど、支援に対する気運は社会全体で大きな高まりをみせています。

このような中、警察においても犯罪被害者等支援のため様々な取組を進めているところでござ

いますが、警察だけの取組では限界があり、関係機関・団体の皆様方のご協力が必要不可欠です。

特に、犯罪被害者等に寄り添った温かくきめ細やかな支援を提供されている長崎犯罪被害者

支援センターの果たす役割は極めて意義深く、改めて敬意を表する次第です。

犯罪被害により傷つき、通常の生活を送れなくなった方々が、再び平穏な生活を営むことがで

きるようになるまでの間、必要な支援を途切れなく行うことは決して容易なことではありません。

警察といたしましては、犯罪の予防と取締りにより、犯罪被害者を生まない社会づくりに邁進

するとともに、関係機関・団体の皆様方と緊密に連携しながら、犯罪被害者やそのご家族に寄り

添った支援の一層の推進に引続き取り組んでまいります。

皆様方におかれましても、犯罪被害者等への支援施策、長崎犯罪被害者支援センターの活動に

対しまして、一層のご理解とご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

「被害者支援の一層の推進」
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2024年（令和６年）９月 公益社団法人 長崎犯罪被害者支援センター

講　演　会
　定時総会閉会後、講演会を開催しました。

　独立行政法人自動車事故対策機構（ナスバ）は、“自動車事故を防ぐ”、“自動車事故被害者を支える”、
“自動車事故から守る”の３つの業務を一体的に実施している自動車事故対策の専門機関です。ナスバで
は、交通事故で重度後遺障害（脳損傷、脊髄損傷等）を負われた方を対象に専門病院である療養施設を全
国に12ヵ所設置・運営しています。また、在宅介護に対する介護料の支給や交通遺児等の方への無利子
の生活資金の貸付などを行うなど、自動車事故被害者とそのご家族を支えています。講演では、ナスバの
組織や活動状況について詳しく紹介していただき、ナスバの周知と活用を呼びかけられました。

■■■■■■■ 令和６年度 理事会・定時総会 ■■■■■■■
　令和６年５月28日（火）午後４時から、オンライン（Zoom利用）による令和６年度第１回理事会
を開催しました。提案された議案は全て承認されました。
議 案 等　第１号議案　令和５年度事業報告並びに収支決算について
　　　　　第２号議案　令和６年度定時総会の招集等に関する事項について
　　　　　（報告事項）　理事長の職務執行状況報告について

【理 事 会】

【定時総会】　令和６年６月21日（金）午後３時30分から、ホテルセントヒル長崎３階「紫陽花」において、令和
６年度定時総会を開催、提案された議案は全て承認されました。
議 案 等　第１号報告　令和５年度事業報告について
　　　　　第１号議案　令和５年度収支決算について
　　　　　（報告事項）　令和６年度事業計画及び収支予算について

講 　 演 　 会

来 賓 祝 辞
長崎県警察本部　金子広報相談課長

総 　 　 会開 会 挨 拶
長崎犯罪被害者支援センター　前田理事長

演　題　交通事故被害者に対する支援
　　　　　～重度後遺障害者への支援～
講　師　独立行政法人自動車事故対策機構（ナスバ）
　　　　　長崎支所
　　　　　　チーフ　江　藤　大　輝　様

■■■■■■■ 令和５年度事業報告（概要） ■■■■■■■
■電話等・面接相談、直接的支援に関する事業（センター計）

電話等相談 面接相談 （電話等・面接計） 直接的支援 合　　計

実 件 数 延べ件数 実 件 数 延べ件数 実 件 数 延べ件数 実 件 数 延べ件数 実 件 数 延べ件数

Ｒ５ 735 769 51 55 786 824 64 65 850 889
Ｒ４ 569 581 49 50 618 631 54 54 672 685

増減 166 188 2 5 168 193 10 11 178 204

R5一般犯罪 119件（−20） 132件（−13） 19件（1） 19件（1） 138件（−19） 151件（−12） 17件（−4） 17件（−4） 155件（−23） 168件（−16）

R5性 暴 力 616件（186） 637件（201） 32件（1） 36件（4） 648件（187） 673件（205） 47件（14） 48件（15） 695件（201） 721件（220）

性 暴 力 比 率 83.8% 82.8% 62.7% 65.5% 82.4% 81.7% 73.4% 73.8% 81.8% 81.1%
　「電話等」はメール、LINE、手紙を含む。　（　）：Ｒ５とＲ４の増減
　注）①電話等「実件数」：相談者からのセンター受理件数の累計。「延べ件数」：（例）１通話中における相談者への「他機関紹介」等はプラス１件し、計２件を計上。面接相談も同様。
　　　②直接的支援：１回の同行支援は「実件数１」で「延べ件数１」。１回の同行で複数の同行先は、「実件数１」で「延べ件数」は同行先の合計件数。
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2024年（令和６年）９月 公益社団法人 長崎犯罪被害者支援センター

■性暴力被害者支援【サポートながさき】（センター計の内数）
電話等相談 面接相談 （電話等・面接計） 直接的支援 合　　計

実 件 数 延べ件数 実 件 数 延べ件数 実 件 数 延べ件数 実 件 数 延べ件数 実 件 数 延べ件数
Ｒ５ 616 637 32 36 648 673 47 48 695 721
Ｒ４ 430 436 31 32 461 468 33 33 494 501
増減 186 201 1 4 187 205 14 15 201 220

R5/R4対比 143.3% 146.1% 103.2% 112.5% 140.6% 143.8% 142.4% 145.5% 140.7% 143.9%
R5各対応比率   88.6%   88.4%     4.6%     5.0%   93.2%   93.3%     6.8%     6.7%

■性暴力被害者：センター相談までの期間　Ｒ５年度　新規相談120件（「被害者なし」を除く）
セ ン タ ー へ の
相談までの期間

強制性交等
（準含）

監護者
性交等

強制わいせつ
（準含）

監護者
わいせつ

その他の
性的被害 ＤＶ ストーカー その他 総　計 比　率 比率累計 相談までの

期　　　間
1 72時間以内 3 3 4 1 11 9.2% 72時間以内
2 72時間超～１週間以内 3 2 2 1 1 9 7.5% 16.7% １週間以内
3 １週間超～１ヵ月以内 9 5 1 1 16 13.3% 30.0% １ヵ月以内
4 １ヵ月超～半年以内 12 5 1 1 3 1 23 19.2% 49.2% 半年以内
5 半年超～１年以内 4 1 1 1 1 8 6.7% 55.8% 1年以内
6 １年超～３年以内 2 3 3 8 6.7% 62.5% 3年以内
7 ３年超～５年以内 1 1 0.8% 63.3% 5年以内
8 ５年超～10年以内 1 1 1 3 2.5% 65.8% 10年以内
9 10 年 超 4 3 1 1 1 1 11 9.2%
10 不　　明 7 1 1 3 1 17 30 25.0%

総　　計 45 1 24 1 14 9 5 21 120
37.5%   0.8% 20.0%   0.8% 11.7%   7.5%   4.2% 17.5%
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2024年（令和６年）９月 公益社団法人 長崎犯罪被害者支援センター

《令和６年度収支予算》 事務局8名 事務局8名 単位：円

科　　　目 Ｒ６年度 Ｒ５年度 増　減 備　　考

収
　
益

会 費 1,149,000 1,119,000 30,000
事 業 収 益 813,000 870,000 −57,000 Ｒ５決算見込額を計上
受託金（県・県警） 18,568,000 17,706,000 862,000 委託費の増
市 町 負 担 金 993,000 993,000 0
寄 附 金 8,117,000 9,482,000 −1,365,000 収支相償を加味して計上

経 常 収 益 計 29,640,000 30,170,000 −530,000 

費
　
用

相談・直接的支援事業 15,853,000 14,770,000 1,083,000 委託費の増による事業費増
研 修 事 業 1,066,000 1,050,000 16,000 
広 報 啓 発 事 業 9,524,000 11,564,000 −2,040,000 センター 20周年記念誌印刷費の減
管理費（法人会計） 3,197,000 3,440,000 −243,000 減価償却費等の減

経 常 費 用 計 29,640,000 30,824,000 −1,184,000 
当 期 経 常 増 減 額 0 −654,000 654,000
正 味 財 産 期 末 残 高 16,797,589 13,811,300 2,986,289 

《令和５年度収支決算》 事務局8名 事務局8名 単位：円

科　　　目 Ｒ５年度 Ｒ４年度 増　減 備　　考

収
　
益

会 費 1,156,000 1,120,000 36,000
事 業 収 益 807,164 850,620 −43,456 自販機（センター設置）売上本数の減
受託金（県・県警） 16,569,352 16,371,324 198,028 精算増：「サポートながさき」委託費
市 町 負 担 金 993,000 993,000 0
寄 附 金 8,915,280 7,931,834 983,446 積立資産の皆減（Ｒ４積立資産有）
雑 収 入 165 12,602 −12,437 

経 常 収 益 計 28,440,961 27,279,380 1,161,581

費
　
用

相談・直接的支援事業 13,601,276 13,211,635 389,641
研 修 事 業 1,053,011 1,041,296 11,715
広 報 啓 発 事 業 10,780,820 8,549,237 2,231,583 20周年記念誌350冊・印刷費の増
管理費（法人会計） 3,619,016 3,644,923 −25,907 

経 常 費 用 計 29,054,123 26,447,091 2,607,032
当 期 経 常 増 減 額 −613,162 832,289 −1,445,451 
当 期 経 常 外 増 減 額 0 0 0
正 味 財 産 期 末 残 高 16,184,427 16,797,589 −613,162 

 

事業収益, 
807,164, 3%

会費, 1,156,000, 4% 

受託金（県・県警）, 
16,569,352, 
58%

寄附金, 
8,915,280, 
31%

雑収入, 165, 0%
Ｒ５年度決算　収益

市町負担金, 
993,000, 4%

 

相談・直接的支援事業,
13,601,276, 47%

管理費（法人会計）, 
3,619,016, 
12%

広報啓発事業, 
10,780,820, 

37%

研修事業, 
1,053,011, 4%

Ｒ５年度決算　費用

 

 

事業収益, 
813,000, 3%

会費, 1,149,000, 4%

受託金（県・県警）, 
18,568,000, 
63%市町負担金, 

993,000, 3%

寄附金, 
8,117,000, 
27%

Ｒ６年度予算　収益

 

相談・直接的支援事業,
15,853,000, 53%

研修事業, 
1,066,000, 4%

広報啓発事業, 
9,524,000, 
32%

Ｒ６年度予算　費用
管理費（法人会計）, 
3,197,000, 
11%
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令和６年度（４月〜８月）DIARY
月 主な支援活動 延べ数 日 講演・広報啓発 日 会議・研修・その他

４月

面接相談
警察関連支援
裁判関連支援
弁護士法律相談付添
病院付添支援
カウンセリング付添
自宅等訪問
その他

２件
１件
１件
２件
４件
１件
１件
１件

1

1

1

18

・ＮＢＣラジオ20秒スポット放送
（週２回・年間104回）

・県営バス車内放送（長崎・諫早・
大村地区：2800回/日・1年間）

・県運転免許センターデジタルサ
イネージ広報（１年間）

・時津警察署防犯キャンペーンに
おける広報（イオン長崎時津店）

13
16

19
23
26

・暴力追放「いのちを守る」長崎市民集会
・令和６年度全国被害者支援ネットワーク

全国事務局長等会議（東京）
・「あじさい支援だより第26号」作成・配布
・センター運営委員会（第１回～Web会議）
・イオンレシートキャンペーン贈呈式

（イオン長崎店）

５月

面接相談
警察関連支援
裁判関連支援
弁護士法律相談付添
行政窓口等への付添

４件
１件
６件
３件
１件

14

31

・性犯罪捜査専科講義
（県警察学校）

・県警音楽隊プロムナードコン
サート・キャンペーン

（ＪＲかもめ広場）

11
17
18
23

27
28
28

・継続研修（センター）
・継続研修（長崎地方裁判所）
・第１回自助グループ開催（アルカス佐世保）
・「警察庁・途切れない支援検討会取りま

とめ」説明会（Web研修）
・性暴力救援センター全国連絡会総会（Web研修）
・令和６年度センター第１回理事会（Zoom開催）
・センター運営委員会（第２回～文書報告）

６月

面接相談
裁判関連支援
弁護士法律相談付添

４件
５件
４件

6

13
24

下旬

・警察安全相談・被害者支援専科
講義（県警察学校）

・諫早商業高校講演
・西有家中学校講演

・携帯カード（性暴力被害者支援）
を県内の国公立・私立の中学校・
高校、特別支援学校の全生徒へ
配布～295校・79,450枚

3
7
8
11

14
17

21
22
25

・県弁護士との勉強会（長崎県勤労福祉会館）
・継続研修（県警察学校）
・第22期養成講座第１回（長崎県勤労福祉会館）
・全国被害者支援ネットワーク定時社員総会

（Web会議）
・第２回自助グループの開催（センター）
・令和６年度長崎県被害者支援連絡協議会

実務担当者会議（警察本部）
・令和６年度センター定時総会（セントヒル長崎）
・第22期養成講座第２回（長崎県勤労福祉会館）
・センター運営委員会（第３回～Web会議）

７月

面接相談
裁判関連支援
弁護士法律相談付添
病院付添支援

５件
５件
４件
１件

3
11

・志佐中学校講演
・長崎東中学校講演

5

5～6

10

13
18
20
23
27
30

・令和６年度長崎県被害者支援連絡協議会
総会（警察本部）

・令和６年度被害者支援ネットワーク自助グ
ループファシリテーター育成研修（東京都）

・性犯罪・性暴力被害者支援のための連絡会
（内閣府：Web研修）

・第22期養成講座第３回（長崎県勤労福祉会館）
・令和６年度女性相談員等研修会（Web研修）
・継続研修（センター）
・センター運営委員会（第４回～Web会議）
・第22期養成講座第４回（長崎県勤労福祉会館）
・令和６年度長崎県市町犯罪被害者等支援

推進協議会（県庁）

８月

面接相談
警察関連支援
裁判関連支援
弁護士法律相談付添

７件
１件
２件
３件

2

10

10
17
24
27
31

・令和６年度第１回長崎市安全・安心まち
づくり推進協議会（長崎市消防局）

・性暴力救援センター全国連絡会支援員部会
（Web会議）

・第22期養成講座第５回（長崎県勤労福祉会館）
・第３回自助グループ開催（アルカス佐世保）
・第22期養成講座第６回（長崎県勤労福祉会館）
・センター運営委員会（第５回～Web会議）
・全国被害者支援ネットワーク九州沖縄ブ

ロック事務局長会議（大分県）
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令 和 ６ 年 度 セ ン タ ー 活 動 状 況 （上半期）

携帯カードイオン長崎時津店

センター活動の広報
区　分 広 報 媒 体 数 量 等 広　報　内　容

マスメディア等
①ＮＢＣラジオ放送（20秒ＣＭ） 週２回・年104回 センター活動紹介・賛助金募集
②県営バス車内放送（長崎、諫早、大村） 2800回／日 センター活動紹介
③デジタルサイネージ（モニター２台） 月～金・日 犯罪被害者支援ポスター３画面：計15秒（運転免許センター）

街 頭 広 報 犯罪被害者支援キャンペーン ２回 ①時津警察署防犯キャンペーン（イオン時津店 4/18）
②県警音楽隊プロムナードコンサート（かもめ広場 5/31）

印 刷 物 携帯カード（性暴力被害者支援） 295校・79,450枚 県内の中学・高校・特別支援学校の全生徒（６月配布）

長崎駅かもめ広場

中学生や高校生の皆さんに講演を通じて心と命の大切さ、いじめ、
暴力のない社会の必要性や犯罪被害者の痛み・実情を学んでいただき、
一人一人の人権を大切にする意識を育む目的で開催しています。

「心と命の大切さを培う」巡回講演活動

志佐中学校
講師：松尾整子（センター理事）

諫早商業高校
講師：中村明夫（長崎短期大学准教授）
　　　前川希帆（九州文化学園高校教諭）

長崎東中学校
講師：前田和明（センター理事長）

令和６年度上半期
開催日 開　催　校

6月13日 長崎県立諫早商業高等学校（692人）
6月24日 南島原市立西有家中学校（208人）
7月  3日 松浦市立志佐中学校（244人）
7月11日 長崎県立長崎東中学校（385人）
9月13日 活水高等学校（95人）

　センターの犯罪被害者支援活動に協力いただける人材（ボラ
ンティア）の拡充を図るため、６月８日（土）に被害者支援員養
成講座を開講。

被害者支援員養成講座（第22期）の開講

講習期間 受講者 講座数 開催会場
６月～ 11月（月２回） 14名 12回・22講座 勤労福祉会館（長崎市）

被害者支援員継続研修を実施  被害者支援員養成講座修了者の資質向上を図るため、継続研修を実施

月　日 参加者数 研修場所 研 修 内 容 参加者の感想
５月11日（土） ９名 センター 被害者電話の特殊性について 電話の特殊性がよくわかった。
５月17日（金） ２名 長崎地方裁判所 不同意性交等事件の公判傍聴 事件審理の傍聴でよい勉強になった。

６月  7日（金） ３名 警察学校 「警察安全相談・被害者支援専科教養」
の学校授業に参加聴講 事例を交えた説明で非常に分かり易かった。

７月20日（土） ３名 センター 相談受理要領（ロールプレイ） 電話で聞き取ることの難しさを感じた。
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■■■ 「サポートながさき」の相談概要（令和６年４月～８月） ■■■

 令和６年４月～８月の相談の特徴 
【令和６年４月～８月】303件
　電話232件、メール10件、LINE６件、面接18件、直接的支援37件
犯罪区分別相談・支援内容（303件)
　不同意性交等144件、不同意わいせつ78件、監護者わいせつ
７件、その他の性的被害27件、ＤＶ５件、ストーカー７件、その
他35件であった。　　
１）相談対応総数は303件で、前年同期比＋４件（＋1.3％）増

加し、電話による相談が232件で全体の76.6％を占めた。
２）相談内容別では不同意性交等罪（144件）不同意わいせつ罪
（78件）で全体の73.3％を占めた。

３）被害者の年齢別では20代までの被害者（183件）が全体の
62.5％を占めた。

４）新規相談の端緒（経路別）では、ＨＰからが16件で最も多
く、リーフレット１件、警察提供９件、他機関からの紹介11件、
その他（ステッカー等）８件、不明８件であった。

●性暴力被害者支援の「専用窓口」
　　TEL 095-895-8856
●相談受付（24時間受付）

9：00～17：00まで。17：00以降はコー
ルセンターにつながります。緊急の場合
は【サポートながさき】が対応します。

電話等、面接、
直 接 的 支 援 年　度 電　話 メール LINE 手　紙 面　接 直接的

支　援
計

（延べ件数）

サポートながさき ６年度 232 10 6 − 18 37 303
５年度 259 2 12 − 16 10 299

センター計
（サポートながさき含む）

６年度 285 13 6 − 22 47 373
５年度 302 2 12 − 26 18 360
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長崎犯罪被害者支援センターの運営を支えてくださる皆様
～心より感謝申し上げます～

令和６年度　正会員、賛助会員および寄付者一覧表  【令和６年４月１日〜令和６年８月31日現在】

※ご芳名掲載を了解して頂いた個人、団体のみを掲載させて頂きました。記載漏れ、誤字脱字の不備がございましたら、お許し下さい。

敬称略・五十音順

〈寄　　付〉
愛育小児科　田中　司

赤木　昭彦

飯田直樹法律事務所　弁護士　飯田　直樹

岩本　　茜

（株）エムエスケイ

北爪　宏明

佐世保地区防犯協会

白壁外科医院　院長　白壁　勝哉

千住博内科　千住　晋

（医）友愛会田川療養所

（一財）長崎県警察職員互助会

長崎市遊技場組合

長崎地区警察官友の会

永田　吉朗

にのみや歯科　二宮　秀則

花丘診療所　森川　俊一

渕　　澄雄

本多　　朗

宮下　直樹

宮田　雄吾

みやむら女性のクリニック　宮村　泰豪

〈賛助会員・個人〉
新　　辰也

井石　哲哉

伊藤　　岳

今井　悠人

岩木　　浩

浦　　一秀

大西　由紀子

川村　修平

佐藤　公泰

下山　高生

曽場尾　雅宏

橘　　英雄

中村　冬樹

平山　由美子

渕　　澄雄

古川　久美

本多　真二

松尾　紀子

村上　和代

森川　俊一

八木　義明

山口　千樹

吉原　博之

劉　　済昌

〈正会員・団体、個人〉
（医）伴帥会愛野記念病院

天本　俊太

飯田　直樹

河井　耕治

北爪　宏明

木下　達夫

坂谷　朝男

嶋田　英生

塩飽　志郎

髙原　　晶

竹山　和代

（株）チョープロ

釣船　崇仁

出口　直美

永田　吉朗

中野　明人

星子　浄水

前田　和明

蒔田　　豊

松尾　整子

森崎　正幸

山口　佳英

〈賛助会員・団体〉
（医）愛健会

諫早市警察官友の会

諫早市暴力追放運動推進協議会

（医）栄和会泉川病院　

（株）ウヱノ安全協議会

浦上地区金融機関防犯協会

浦上地区職域生活安全協議会

雲仙市警察官友の会

大村地区警察官友の会

オックス総合リース（有）

（医）医理会柿添病院

川棚地区警察官友の会

九州液化瓦斯福島基地（株）

（一財）九州電気保安協会長崎支部

（医）創平会

後藤運輸（株）

西部ガス長崎（株）

佐世保卸団地協同組合

佐世保市タクシー協会

（株）七福商会

島原市警察官友の会

（株）親和テクノ

（独）損害保険料率算出機構

長崎自賠責損害調査事務所

チョーコー醤油（株）

長崎魚市（株）

長崎県警友会連合会

（一財）長崎県交通安全協会

（一社）長崎県歯科医師会

長崎船舶装備（株）

長崎電気軌道（株）

長崎放送（株）

中西総合法律事務所

（福）南高愛隣会

（税）波多野アンドパートナーズ

会計事務所

（医）康仁会林医院　

（株）張本創研

（株）平安閣

（医）牧山医院

松浦地区警察官友の会

（株）maruken

（医）佐世保晩翠会村上病院

（株）メモリード

吉川建設（株）

（福）緑葉会



9

2024年（令和６年）９月 公益社団法人 長崎犯罪被害者支援センター

寄付型支援自販機の設置 募集
自治体、公的機関、民間企業、個人の方の寄付型支援自販機の設置を募集しています。
　寄付型支援自販機は、飲料水の売上手数料の一部が犯罪被害に遭われた方々の支援に活用されます。
　飲料水の購入者による被害者支援活動と、設置者も社会貢献活動ができる仕組みです。
　現在、 県内に75台（68箇所）設置しています。設置者の皆様へお礼申し上げます。

支援自販機　設置者ご紹介（順不同　敬称略）　（令和６年８月31日現在）

※　令和６年７月小嶺工業様の２台、８月にグリーンヒルワークス様の１台を寄付型自動販売機に転換して
いただきました。ご支援に感謝申し上げます。

自動販売機が「募金箱」となって、売上金の一部が犯罪被害者支援活動に活かされます。

〇自 治 体
〇公的機関
〇民間企業
〇個　　人

三者による協定書（業務委託契約）

長崎犯罪被害者
支援センター

自販機設置

販売手数料

設置要請・承諾

支援寄付金

〇ベンダー
自販機設置
商品補充・
売上金回収

支援寄付金はベンダーが代行します

1 学校法人九州文化学園 2 （株）和山 3 （有）オートテイク
4 （株）あたご 5 十八親和銀行佐世保本店営業部 6 十八親和銀行浜田町支店
7 （有）安全タクシー 8 島原鉄道（株） 9 長崎自動車（株）ココウォーク
10 ＪＡ島原雲仙愛野支店選果場 11 松浦市市民運動公園 12 長崎市香焼総合運動公園
13 西そのぎ商工会 14（株）ネックス 15（株）富士国際ホテル
16 ＪＡ島原雲仙愛野支店農機具センター 17 対馬天和産業（株） 18 下田商事（株）
19（医）博愛会哲翁病院 20（株）吉本ハイテック 21（株）日興防錆鋼業
22（一社）松浦魚市場協会 23 オートサービスふじい 24（株）テクノ
25 松浦市星鹿公民館 26 （株）J-POWERビジネスサービス松浦事業所 27 十八親和銀行佐世保支店
28 （株）J-POWERビジネスサービス松島事業所 29（株）カワハラ住宅産業 30 共立自動車学校
31 小浜食糧（株）　２台 32 九州電力長崎支店 33 壱岐消防署郷ノ浦支署
34 壱岐消防署勝本出張所 35 大坪建設（株） 36 長崎県自動車整備振興会　２台
37（有）平村自動車 38（医）壮志会押渕病院 39 ながさき南部生産組合
40（株）システック井上 41（有）リッチ 42 西部ガスリアルライフ長崎（株）
43（株）サンマーチ 44 茶話の里小規模多機能ホーム 45（有）タカ産業
46 飛翔館 47（有）ダイイチ機設工業 48 佐世保卸団地協同組合
49（株）上五島アンプク 50 春日神社（佐世保市吉井町） 51 長崎県警察本部
52（一社）島原市医師会 53 長崎県警察武道館 54 島原市役所
55 島原市島原総合運動公園 56（資）マルイチ線香本舗 57（医）村上病院
58 長星安全産業（株） 59 満寿美七工区 60 割烹満寿美時津店　３台
61 長与町役場 62 時津町役場　２台 63（株）Acompany
64 十八親和銀行浜田町ビル 65 西海市大島文化ホール 66（株）新田鉄工所　２台
67 小嶺工業　２台 68 （社福）コスモス会グリーンヒルワークス
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公益社団法人 長崎犯罪被害者支援センター長崎県公安委員会指定
犯罪被害者等早期援助団体

〒850-0057  長崎市大黒町３番１号 長崎交通産業ビル４階　事務局：TEL 095-820-4978　FAX 095-820-4377

ご　支　援　の　お　願　い

賛助会員での支援

寄付での支援

自動販売機での支援

募金箱での支援

　活動に賛同していただける賛助会員を募集してお
ります。
　年会費　個人会員（一口）　 3,000円
　　　　　法人会員（一口）　10,000円

　皆様のご寄付が、被害者支援につながります。
　寄付は
　郵 便 口 座 番 号　０１７３０－８－１０２９８６
　十八親和銀行 大波止支店　（普通）４０７９７３９
　十八親和銀行 北　支　店　（普通）１０２８１５８
で随時受け付けております。

　売り上げの一部がセンターに寄付
されます。寄付型自販機への変更や
新規設置先を探しています。
　変更、設置費用は無料です。（ご負
担は電気代のみ）

　犯罪被害者支援募金箱を置
いていただける施設や企業を
募集しております。
　現在、県下の事業所、官公
署など78箇所にご協力いただいております。

　 詳細、お問い合わせは
長崎犯罪被害者支援センター事務局　TEL ０９５－８２０－４９７８まで

　当センターの活動は皆様の賛助会費やご寄付等によって支えられています。
　皆様の温かいご支援・ご協力をお待ちしています。

　連日35度を超える猛暑が続き、熱中症で緊急搬送された方が続出した今年の夏。そんな中、道路脇の
コンクリートの隙間に桃色の小さな花を見つけました。たくましく生き抜く命の力強さに感じ入りました。

編集後記

主　　催　　長崎県警察/公益社団法人長崎犯罪被害者支援センター/長崎県
日　　時　　令和６年11月24日（日）　13：30～15：20（13：00　開場）
会　　場　　ホテルセントヒル長崎　２階妙見の間（長崎市筑後町４－10）

基調講演
　演　題　事件から20年が過ぎて　～変わらない家族の想い～
　講演者　米

よねむら

村　州
くにひろ

弘　氏（熊本県在住）
　　　　　2003年に大学生の次女（当時20歳）をインターネットで知り合った
　　　　　男に殺害された被害者ご遺族です。

定　　員　　100名（定員になり次第締め切らせていただきます。）
参加申込（事前予約）　　センターホームページに掲載（10月１日～10月31日）

『犯罪被害者等支援講演会』の開催

センターの新しいメンバーを紹介します。
どうぞよろしくお願いします。

令和６年５月13日採用

米光　琴音
メ ン バ ー
紹 　 介

センター
からの
お知らせ


